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西陣織会館不動産活用検討開始
京都市内の堀川通り今出川下ルにある西陣織会館。隣接の
西陣産業会館と併せると敷地は9000㎡になる。奥にはURの住
宅もある。1976年（昭和51年）に完成したこの会館は、７階建て
延べ床面積は14000㎡の大きな建物だ。１階のショールームに

始まり最上階は広い会議室もある。実はこの会館を含め、周
囲の建物も取り壊しの計画がある。2027年度以降の取り壊し
計画を、西陣織工業組合が５年ごとに策定する第10次西陣織
産地振興対策ビジョンに盛り込んだ。

＜解説＞西陣織工業組合は５年ごとにこのビジョンを策定
している。組合のシンボルである西陣織会館の不動産活用
に向け、検討委員会を起ち上げることを方針に盛り込んだ。
将来的に不動産としてどのように再整備するか検討を開始
する。再活性化と情報発信を中心に、2026年度中に行政や

専門家などを加えた「西陣資産活用検討委員会（仮称）」を
起ち上げる。西陣織技術の伝承などが中心であったこれま
での会館のミッションを前提とせず、幅広い活用の施策を
検討する。西陣織の出荷額は2017年の307億円だったのが、

2023年には169億円と半減した。新型コロナウィルスの影響から

回復していない。織物製作者の高齢化が最重要課題と位置付け
るが、後継者問題と絡んで名案はない。丹後産地の衰退も激しく、
京都市内の組合員と連携し、共同加工場の設立も検討する。ま
た市内の西陣地域に点在する休眠した工場の活用なども進める。
現在の場所は、堀川通り今出川下ルの一等地。就学旅行生やイ
ンバウンド観光客を乗せた大型バスも頻繁に往来する。駐車場
の確保も課題で、西北奥には高層住宅もある。建て替えとなると、
その住宅の出入りも問題になるだろう。縦の道は広いが、東西の
道は狭い。西陣織会館は、西陣織工業組合のシンボル的な建物

であり、組合員の象徴のような存在だ。この会館が建設された昭和40年
代から50年前半にかけての時代が西陣織のピークだった。組合の資金で

この大きな会館が建設で来た。当時、今出川通りの堀川から千本にかけ
て、南北に金融機関の支店が多くあった。メガバンクの支店を始め、ほと
んどの地元金融機関の支店があったが、そのほとんどはなくなった。現在
千本今出川交差点付近にいくつか残るだけで、多くの跡地は他業種の建
物に変わった。メガバンクでは三菱だけ、地元金融機関では京都銀行、京
都信用金庫が千本今出川に残り、京都中央信用金庫は以前からの堀川
中立売支店をリニューアルした。その他の金融機関は撤退した。今後、こ
の西陣織会館とその周辺がどのように変貌するのか。時代の趨勢と共に、
西陣織事業の将来が垣間見えることになるだろう。
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